
1　事業の概要

①　成果目標（H24)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（繰入金）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

～
施策の総合的展開

プロジェクト  
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7-3 生涯を通じた学びと文化・スポーツに親しむ環境づくり

事業改善シート （２４年度実施事業分）　　□予算要求　　□予算案　　　■点検

部局 教育委員会事務局

3 スポーツの振興

21,500

09 12

担
当
課

補助金・
交付金

冬季国際大会経費補助事業
補助金・
交付金

スキー、スケート、アイスホッケー、ボブスレー・リュー
ジュ、カーリングに係る選手育成強化事業への助成

事業番号

事　業　名 冬季競技強化育成推進事業費

Ｈ22

□県でなければ実施不可　

■民間、市町村でも実施可能だが、県関与の必要性有

□法令等義務

・助成対象となる国際大会はオリンピック関係町村に係る冬季国際大会2大会、助成期間はＨ22～24までの３年間、助成割合を3/4から
1/2に漸減しつつ終了し、Ｈ25以降は各町村の判断に委ねる。
・冬季競技ジュニア選手の育成強化についても、同様にH24までの助成とする。

□内部管理

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

【左記の説明、根拠法令等】

＜参考＞
総合５か年
計画

目指す姿

現状

県が関与
する理由

課・室 スポーツ課

E-mail sports-ka@pref.nagano.lg.jp

スポーツ基本法

助成国際大会数

「ＦＩＳサマーグランプリジャンプ大会」以下３大会への
助成

10,950

（当初）

国際大会の定着を目指すため、オリンピック関係市町村に係る冬季国際大会2大会及び「ＦＩＳサマーグランプリジャンプ大会」への助成
及びジュニア選手の育成強化への助成を行う。

冬季競技選手育成強化事業

H25
目標成果

成果目標の達成状況

合計 32,450

24年度 25年度

・長野県冬季競技振興基金を活用し、一定期間の財政支援により、各団体の主体的な取組みによる国際大会の定着及び冬季競技ジュニ
ア選手の育成強化を目指す。

実施期間

当初予算

合計（A) 56,325

47,038

補正予算
4大会

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H24事業実績
H24 H25

10,360

助成ジュニア選手競技数 5競技

0

10,000

（当初）

21,500

31,860

（決算）

10,000

3大会

達成5競技 -

達成 1大会

現況
（見込）

832

56,325 47,038 32,450

項目
56,325

47,038

0 0

0

 概算事業費（B（A）+C） 55,229 46,790 32,686

今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか。

　　□ 事業を実施しない　　　　　■ 事業を見直して実施　　　　　□ 事業を現行どおり実施

○長野県冬季競技振興基金が終了する平成26年度以降の推進方策について検討を行う。
○国際大会の定着を目指すため、「ＦＩＳサマーグランプリジャンプ大会」への助成を行う。
○「ＦＩＳファーイーストカップジャパンシリーズ志賀高原大会」、「ＦＩＳファーイーストカップジャパンシリーズ野沢温泉大会」の2大会及び冬
季競技ジュニア選手育成強化に対する補助は廃止する。

目標に対
する成果
の状況

「ＦＩＳサマーグランプリジャンプ大会」（白馬村）、「ＦＩＳファーイーストカップジャパンシリーズ志賀高原大会」（山ノ内町）、「ＦＩＳファーイース
トカップジャパンシリーズ野沢温泉大会」（野沢温泉村）の３大会に助成を行い、長野オリンピック開催町村における冬季国際大会の開催
定着を財政面から支援した。
また、５の冬季競技団体に助成を行い、各団体が行う冬季競技ジュニア選手の育成強化事業を支援した。
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区　　分（単位：千円） 22年度 23年度

Aの
財源

45,96454,397
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10,000
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目標 達成状況

Ｈ２４

3大会

5競技

32,450
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	点検（様式３）

